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 一般社団法人日本林業協会（前田直登会長）は12月

11日に東京・霞ヶ関の法曹会館で平成26年度第三回理

事会を開催し、平成26年度の会務報告を行うととも

に、平成27年度の予算を審議・決定した。 

 前田会長は第三回理事会の開催に当たり「12月に

入ってから、消費税引き上げの先送り決定、解散、総

選挙となり非常にあわただしい情勢となってきています。24日には特別国会が

召集され、組閣、役員人事の検討が行われますが、税制改正大綱、補正予算の

決定、そして新年度予算の策定なども控えており、年明けにかけて慌ただしい

状況は一段と加速化しそうな情勢です。こういった中、日本林業協会でも、一

般社団法人への移行に伴い、収支予算書は毎事業年度の開始前に理事会で決定

する必要があり、今回ここに第三回理事会を開催させていただきました。環境

税-森林吸収源対策の財源確保については10年来の懸案事項であり、加速化基金

の取り扱い方も大きな問題となってきています。また国際公約である森林整備

も現状予算からすると明らかに不足する情勢にあるなど、課題は多く抱えてい

るのが実情です。来年の林業界は勝負の年であり、関係団体と連携を図りなが

らこれらの諸課題に取り組んで行きたい」と至近の情勢を取り上げながら、予

算作成に向けた意気込みを表明しました。 

 第三回理事会で決定された平成27年度予算（次ページに総括表を掲載）は、

一般会計事業活動支出は前年度比40万円弱の縮小を見込む2,243万円とする一

方、特別会計事業活動支出は前年度比20万円強の増額を見込む2,356万円余とす

る内容となっている。 
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 なお、第三回理事会では、一般社団法人日本林業協会の第二回定時総会を平成27年2月25日（水曜

日）、13時30分から法曹会館「高砂の間」で開催することが決定されたほか、会長からこの総会に先立って

同日10時30分から法曹井会館の「寿の間」で平成27年度第一回理事会を開催する旨の発言があった。 

 第三回事理会で決定された平成27年度（平成27年1月1日から平成27年12月31日まで）の収支予算書は

以下の通りとなっています。 
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9/29〜11/21 第187回国会（臨時会） 

 6日（木）自民党・農林水産戦略調査会・農林

部会・食料産業調査会合同部会（税制改正

要望事項選定） 

12日（水）自民党・森林吸収源対策等に関する

財源確保についての新たな仕組の専門PT 

14日（金）自民党・地域再生戦略調査会（地域

活性化関連施策、都市と農山村の交流等） 

18日（火）自民党・農林役員会（経済対策等） 

20日（木）公明党・農林水産部会（経済対策） 

20日（木）自民党・山村振興特別委員会（山村

振興法の延長・改正について） 

 4日（木）平成26年度国有林野事業業務研究発

表会（林野庁内） 

11日（木）日本林業協会平成26年度第3回理事会

（法曹会館） 

16日（火）第4回保護林制度等に関する有識者会

議（林野庁内） 

16日（火）第2回「林業復活・地域創生を推進す

る国民会議（東京會舘） 

16日（火）農林水産省消費者の部屋「薪ストー

ブ火入れ式」（農林水産省） 

17日（水）「森林と林業」編集会議 

19日（金）第3回木材需給会議（林野庁内） 

１１月の国会の動き １２月の業界・協会の動き 

 ミス日本コンテスト事務局が主催しスポーツニッポン新聞社が後援するミス日本コンテストの受賞枠

に、ミス日本グランプリ、ミス日本「水の天使」、ミス日本「海の日」、ミス日本ミス着物に加え今年

度の第47回コンテストから、ミス日本「みどりの女神」が新設されることになった。 

 第47回のミス日本コンテストは昨年12月から本年8月15日までの期間で応募受付が行なわれ、総勢

2,426名が応募するなか、12月1日には14名のミス日本ファイナリストが選定され、年末最終金曜日の26

日には最終審査が行われる予定です。 

 ミス日本コンテストは1950年にアメリカの救援活動に感謝して日本とアメリカの友好親善を図る女性

親善大使を選ぶことを目的に行われたのが始まりで最初の受章者は山本富士子さん。一時中断されてい

たが1968年に大阪万博とPRを目的に復活され、日本の代表的な美しいお嬢さんを選び育てて、美人の指

標とするという目的をもち、美しい女性に栄誉と実益を与えようという願いを持って行われている。 

 ミス日本「みどりの女神」は昨年までのミス日本ネイチャー賞に変わり本年から新設された。  

ミス日本コンテストに「みどりの女神」を新設 

第２回「林業復活・地域創生を推進する国民会議」開催 

 （一社）日本プロジェクト産業協議会（JAPIC）と日本創生委員会が主催し、美しい森林づくり全国推進会議と

（公社）国土緑化推進機構が共催する、第２回「林業復活・地域創生を推進する国民会議」が12月16日に東京・

丸の内の東京會舘で開催された。 

 「林業復活・森林再生を推進する国民会議」として昨年12月18日に発

足した会議は、その後政府が地域創生を強く打ち出した政策展開を進

めていることをうけ、国産材需要の使用啓発やCLTなどによる新規需

要の創出、森林再生を主なプロジェクト目標として掲げる国民会議の

活動は、森林再生を通じて、地域創生を目指しており、林業の復活無

くしては地域創生は進まないとして、今回名称を新たに「林業復活・地

域創生を推進する国民会議」と改称したうえで第二回目を開催した。 

 会議には、衆議院選挙期間中でありながら石破茂地域創生・国家戦

略担当大臣が出席し「地方創生と言っているのは選挙対策として言っ

ているのではない。地域創生は今やらなくしていつやるんだという決死

の覚悟をもって取り組んでいる課題なんです。この地域創生は林業の再生無くしてはできないものだ。こういっ

た展開を効果あるものにするには産官学に金融を加えた産官学金という四者の連携した取組が必要で、政府も

この実現に真剣に取り組んで行く覚悟です」と挨拶し、満場の拍手を浴びた。 

 国民会議では今井林野庁長官が基調演説を行ったほか、大分県、群馬県、岡山県真庭市、岩手県住田町か

ら地域創生にむけた活動の事例報告も行われた。 


